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言葉の使い方について 

 
 これから紹介する文章は、昨年４月に実施された「全国学力・学
習状況調査」で出題された「スピーチの原稿」です。意味を考えな
がら聞いてください。 
 最近、ふだんの生活がこれまでとは違うものになってきていると
感じます。その変化は、学校での学習にも表れていると思います。
例えば、授業でインターネットを活用する機会が増えました。特に、
オンラインで離れた場所にいる人と会話をすることもできて、その
便利さを実感しています。一方で、相手と直接会っていないので、
やり取りをスムーズに行いにくいという面もあるのではないかと思
います 
 先日、総合的な学習の時間で、離れた場所にいる施設の方にオン
ラインでインタビューをしたときのことです。私は、画面を通して
やり取りをしているという状況に気を取られて、相手に必要最小限
のことを伝えるだけで精一杯になってしまいました。そのため、相
手の反応を踏まえたやりとりをすることができていないと感じまし
た。後日、そのことを友達に話したところ、「私は、相手の言った
ことに対して相づちを打つように気を付けていました。」と話して
くれました。 

 この言葉を聞いてはっとしました。オンラインであっても、相手

が話したことに相づちを打ったり、相手の話を受けてさらに質問を

したりするように意識することが大事だったのです。これからは、

オンラインで人と話すときにも、このことに気を付けて、相手との

やりとりをスムーズに行えるようにしたいと思います。 


